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海外情報

中国における豚肉の流通と地域間の価格差

東京経済大学　経済学部　准教授　李　海訓

１　はじめに

　中国で畜産物の市場化が始まってから25年以上経過している。しかし、畜産物の価格は
全国的に統一される傾向にあるとはいえず、畜産物市場は分断されている状況にある。豚肉
は、他の畜産物に比べて全国的な市場統合が進んでいるが、それでも地域間の価格差が大き
い。とりわけ北

ぺ き ん

京・天
てんしん

津における豚肉価格に比べて重
じゅうけい

慶市・四
し せ ん

川省・貴
きしゅう

州省・雲
うんなん

南省などの
西南地域における豚肉価格が高いことが注目される。西南地域の豚肉価格が高い理由として、
供給に比べて需要が多く、さらには飼養費が高いことなどが挙げられる。飼養費が高いのは、
養豚農家の規模が小さく、トウモロコシ価格が高いためである。

【要約】

中国と日本の畜産物価格について、地域間

格差を比べると、飼料自給率が高い中国より、

飼料のほとんどが輸入飼料によって賄われて

いる日本のほうが小さいように思われる。こ

れは、日本の場合は国土が中国ほど広くはな

く、畜産の主要産地は飼料原料が輸入される

港から比較的に近いところに立地し、国内の

交通網も整備されており、スーパーマーケッ

トなどの小売店も全国的にチェーン形式で展

開されていることが優位に働いているからで

ある。他方、中国の場合は、飼料原料となる

トウモロコシや大豆かすの価格は地域間で異

なる。各地において生産費が異なり、国土が

広いため、飼料原料価格に比べて輸送費も比

較的高くなる。また、小売店を見ても、近年

は地方都市にもスーパーマーケットが展開す

るようになったとはいえ、やはり伝統的な

農産物市場で畜産品を購入する消費者が多

く、その価格は地域間で異なる。

このような比較を行ったのは、中国と日本

の豚肉価格を比較できる統計データが存在し

ないことに加えて、価格形成の仕組みも異な

るためである。日本では全国10カ所の中央

卸売市場（仙台、さいたま、東京、横浜、名

古屋、京都、大阪、神戸、広島、福岡）にお

ける日別の豚肉平均取引価格が公表されてい

るが、中国には同様のデータはなく、公表さ

れている豚肉価格はチベット自治区を除く全

国30省（市・自治区）の定期市における月

間平均小売価格となる。

表１は、2011年から20年までの10年間

の12月中旬に日本の中央卸売市場10カ所で

取引された豚肉の平均取引価格を示したもの

である。
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ここでいう市場の平均取引価格は、取引が

成立したすべての枝肉取引規格（極上、上、中、

並、等外）の平均である。卸売市場では競り

が行われ、競りによって決定される価格は予

約相対取引や市場外取引価格の基準となる。

競りによって決まる価格は取引される生体豚

の産地や銘柄などによって影響され、各地の

卸売市場における豚肉価格にはばらつきがあ

る。大阪の価格は全体的に安く、東京・横浜、

京都・神戸といった都市の市場取引価格は、

仙台・広島・福岡といった地方都市に比べて

高い傾向にある。

ただし、日本における豚肉の卸売市場経由

率は、21年時点で6.1％（重量ベース）にと

どまっている（注１）。豚肉の卸売市場経由率が

低いのは、卸売市場が併設されていないと畜

場で処理されるものが多いためである。22

年時点で日本全国に食肉処理施設は167カ

所あるが、食肉卸売市場（中央卸売市場と指

定市場）と併設されていると畜場は31施設

（19％）、と畜から部分肉加工まで一貫して

実施する食肉センターは86施設（51％）、

その他のと畜場は50施設（30％）である（注２）。

他方、後述する通り中国では生体豚のと畜

場経由率はいまだ低く、日本のように卸売市

場で価格が形成されるわけでもない。中国で

畜産物の市場経済が始まったのは1997年の

ことであり、これまで25年以上が経過して

いる。市場経済の「一物一価」原則が正しい

のであれば、中国各地の畜産物価格も「一物

一価」が成立するはずである。もちろん輸送

費など、さまざまな要因を考慮しなければな

らないが、市場メカニズムが正常に作用する

のであれば、全国各地の畜産物価格は少なく

とも「一物一価」原則が成立するような形で

収束していくはずである。

以上を踏まえ、本稿では、中国における豚

肉の流通と地域間の価格差について考察す

る。

（注１）農林水産省「卸売市場データ集（令和５年度版）」（農林
水産省HP、https://www.maff.go.jp/j/shokusan/sijyo/
info/attach/pdf/index-183.pdf）、2024年９月27日閲覧。
（注２）『畜産の情報』2024年６月号「食肉センターの現状と課
題」（https://www.alic.go.jp/joho-c/joho05_003270.html）
をご参照ください。
（機構注）本文中の為替相場は、三菱UFJリサーチ＆コンサルテ
ィング株式会社「月末・月中平均の為替相場」2024年11月末
TTS相場の１中国元＝21.10円を使用した。

市場名 2011年 
12月15日

12年 
12月14日

13年 
12月13日

14年 
12月16日

15年 
12月15日

16年 
12月15日

17年 
12月15日

18年 
12月14日

19年 
12月13日

20年 
12月15日

仙台市中央卸売市場食肉市場 368 372 464 527 482 499 505 407 424 475
さいたま市食肉中央卸売市場 389 362 500 570 510 473 532 397 438 473
東京都中央卸売市場食肉市場 402 393 506 611 529 475 553 440 488 472
横浜市中央卸売市場食肉市場 414 435 543 622 521 495 532 433 471 502
名古屋市中央卸売市場南部市場 434 394 521 594 521 496 480 451 445 479
京都市中央卸売市場第二市場 443 413 507 625 549 528 560 447 489 510
大阪市中央卸売市場南港市場 399 390 495 558 498 431 459 366 384 472
神戸市中央卸売市場西部市場 418 415 523 634 607 488 583 408 450 496
広島市中央卸売市場食肉市場 403 430 540 627 529 487 537 424 474 488
福岡市中央卸売市場食肉市場 406 403 498 625 523 493 532 426 448 468
平均 407.6 400.7 509.7 599.3 526.9 486.5 527.3 419.9 451.1 483.5
最高値/最低値 1.20 1.20 1.17 1.20 1.26 1.23 1.27 1.23 1.27 1.08 
標準偏差 21.45 23.42 23.30 36.15 33.56 24.68 37.11 25.97 31.93 14.64 
変動係数 0.05 0.06 0.05 0.06 0.06 0.05 0.07 0.06 0.07 0.03 

表１　10カ所の中央卸売市場における豚肉価格の平均

資料：�「食肉卸売市場調査（日別）豚」農林水産省HP（https://www.seisen.maff.go.jp/seisen/bs04b040md001/BS04B040UC040SC002-
Evt002.do）を基に筆者作成

注１：毎年12月中旬において、すべての中央卸売市場の取引価格の平均価格の取れる日を例に掲げている。
注２：網掛け部分は、最高値と最低値である。

（単位：円/kg）

https://www.maff.go.jp/j/shokusan/sijyo/info/attach/pdf/index-183.pdf
https://www.maff.go.jp/j/shokusan/sijyo/info/attach/pdf/index-183.pdf
https://www.alic.go.jp/joho-c/joho05_003270.html
https://www.seisen.maff.go.jp/seisen/bs04b040md001/BS04B040UC040SC002-Evt002.do
https://www.seisen.maff.go.jp/seisen/bs04b040md001/BS04B040UC040SC002-Evt002.do
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２　市場統合が進まない中国の畜産物市場

表２には、2011年から20年までの10年

間（毎年12月）の、チベット自治区を除く

中国全国30省（市・自治区）の定期市にお

ける豚肉・牛肉・羊肉・鶏肉・鶏卵の月間平

均小売価格とそれをもとに計算した変動係数

を掲げている。変動係数は、標準偏差を平均

値で割って算出した値であり、相対的なばら

つきを示す指標である。時系列的に見た場合、

変動係数がより大きくなると、各地における

価格のばらつきが大きくなることを意味する

ので、全国レベルでの統一市場が形成されて

いないことになる。逆に、変動係数がより小

さくなると、各地における価格のばらつきが

小さくなった、ということであり、全国的に

畜産物市場が統一される傾向にあることを意

味する。

この変動係数を見ると、全体的に豚肉価格

は、18年を除けば牛肉・羊肉・鶏肉・鶏卵

に比べて相対的にばらつきが小さく、豚肉が

ほかの畜産物よりも全国的な市場統合が進ん

でいる状況にあるといえる。

しかし、時系列的に見ると、どの畜産物も

変動係数が動いており、この10年間で市場

統合が進んだとはいえない状況にある。この

うち、豚肉価格を見ると、17年と18年には

明らかに変動係数が上昇しており、すなわち、

豚肉の地域間格差がより大きくなっている。

その原因は、政府による環境政策の実施とア

フリカ豚熱（ASF）の発生である。

中国では14年以降、政府による環境政策

が進められており、16年11月に出された

「『十三五』生態環境保護規画（「第十三次

五カ年計画」における生態環境保護計画）」

では、飼養禁止区域内の家畜家きん養殖農家

（場）の「閉鎖または立ち退きの期限」とし

て「2017年末」が決められていた。この環

境政策によって、沿海部や都市部で生体豚の

飼養頭数が大きく減少し、減少率から見ると

浙
せっこう

江省や福
ふっけん

建省などの沿海部、上
しゃんはい

海市、北京

市、重慶市などの大都市で顕著だった（注３）。

（注３）『畜産の情報』2023年１月号「中国における養豚業の動
向〜構造変化・環境政策・価格変動・価格安定政策〜」（https://
www.alic.go.jp/joho-c/joho05_002548.html）をご参照く
ださい。

18年からはASFが各地で発生（遼
りょうねい

寧省、

河
かなん

南省、江
こうそ

蘇省、浙江省、安
あんき

徽省、黒
こくりゅうこう

竜江省）

するようになり、さらにはASFへの対応か

ら地域間の生体豚調達が禁止された。８月

豚肉 牛肉 羊肉 鶏肉 鶏卵
平均 標準偏差 変動係数 平均 標準偏差 変動係数 平均 標準偏差 変動係数 平均 標準偏差 変動係数 平均 標準偏差 変動係数

2011年12月 27.24 1.41 0.05 40.08 3.64 0.09 47.26 4.92 0.10 17.76 3.43 0.19 9.84 1.75 0.18 
12年12月 24.96 1.29 0.05 52.57 5.57 0.11 57.26 5.71 0.10 17.97 3.40 0.19 10.54 1.18 0.11 
13年12月 25.37 1.38 0.05 63.19 6.91 0.11 65.74 6.78 0.10 17.89 3.77 0.21 9.89 1.45 0.15 
14年12月 23.02 1.46 0.06 64.48 8.82 0.14 65.45 9.58 0.15 19.38 4.75 0.25 11.40 1.32 0.12 
15年12月 26.80 1.16 0.04 62.89 11.78 0.19 59.04 12.91 0.22 19.27 5.27 0.27 9.79 1.74 0.18 
16年12月 28.29 1.24 0.04 63.67 10.31 0.16 56.12 11.16 0.20 19.44 4.94 0.25 9.11 1.82 0.20 
17年12月 25.37 1.75 0.07 64.79 9.28 0.14 60.96 8.40 0.14 19.68 5.16 0.26 10.36 1.19 0.11 
18年12月 23.85 3.34 0.14 69.00 8.98 0.13 68.65 7.49 0.11 20.78 4.65 0.22 10.27 1.50 0.15 
19年12月 51.01 3.75 0.07 83.10 12.64 0.15 80.51 8.46 0.11 25.84 6.76 0.26 11.62 2.04 0.18 
20年12月 49.66 2.17 0.04 87.15 11.76 0.13 83.83 8.80 0.10 22.03 5.50 0.25 9.42 1.53 0.16 

表２　中国の各地定期市における畜産物価格平均（元/kg）と変動係数

資料：『中国畜牧業』各号を基に筆者作成

https://www.alic.go.jp/joho-c/joho05_002548.html
https://www.alic.go.jp/joho-c/joho05_002548.html
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３　ASFの対策と豚肉流通の仕組み

31日の「農業農村部関于切実加強生猪及其

産品調運監管工作的通知（生体豚およびその

産品の調達輸送の監督管理を強化することに

関する農業農村部通知）」では、ASFの発生

した県・市・省における地域間の生体豚の調

達を禁止するとした。また、９月11日にな

ると、「農業農村部関于進一歩加強生猪及其

産品跨省調運監管的通知（生体豚およびその

産品の省をまたがる調達輸送の監督管理をさ

らに強化することに関する農業農村部通知）」

が出され、ASFが発生している省と隣接して

いる10省（市・自治区）（河
かほ く

北省、山
さんせい

西省、

内
うちもうこ

蒙古自治区、吉
きつりん

林省、上海市、福建省、

江
こうせい

西省、山
さんとん

東省、湖
こほく

北省、陝
せんせい

西省）において

も省間の生体豚の調達は禁止されるように

なった。これにより全国的な生体豚市場が分

断され、生体豚の生産・移出が多い遼寧省や

河南省、安徽省、黒竜江省では、域内の豚肉

価格が下落し、他方で、浙江省や江蘇省は域

外から豚肉を調達していたため、地域間の生

体豚調達が禁止されると、豚肉価格が上昇し

た（張・鄭・王・梁2018）。

上記の中国農業農村部による２つの「通知」

は暫定的なものであったが、2019年９月に

なると、国務院から「関于穏定生猪生産促進

転型昇級的意見（生体豚生産の安定と高度化

の推進に関する意見）」が出され、豚肉の消

費形態のバージョンアップと生体豚の感染症

防疫を目的に、「生体豚の輸送」から「豚肉

の輸送」への変更を実現させるため、長距離

となる省（市・自治区）間の生体豚の調達を

徐々に減少させるとした。「大区」（後述）ご

とに需給調整を図り、種豚と子豚以外は原則

として「大区」をまたがる調達は禁止となっ

た。ここでいう豚肉の消費形態のバージョン

アップとは「冷鮮肉」（冷蔵生鮮肉）消費比

重の引上げを指していると思われる。

日本では、と畜場で解体された後、枝肉は

冷却・冷蔵され、「冷鮮肉」の形で流通する

のに対し、中国では、豚肉が解体された後に

冷却されずに「熱鮮肉」（常温生鮮肉）の形

で流通・販売される。これは、冷蔵設備や流

通網などが整備されていなかった時代の名残

でもあり、消費者が「熱鮮肉」を好むからだ

といわれている。そのため、中国の伝統的な

生体豚流通業界では、生体豚を地域間で調達

するのが一般的であり（中国期貨業協会

2021）、生体豚は消費地でと畜される仕組み

であった。生体豚の地域間調達が禁止されると、

生産地でと畜され、豚肉の状態で流通される

ことになるが、輸送距離から「熱鮮肉」の流通

は難しくなることから、ASFを契機に豚肉の流

通の仕組みが大きく変化しようとしている。

消費地北京の事例を見ると、北京の定点と

畜場（後述）でと畜された生体豚の頭数は、

17年には705万4198頭であったが、18年

には627万3067頭、19年には21万1821

頭、20年には10万6175頭へと減少した。

と畜頭数の減少分は豚肉で調達したことにな

り、20年時点で、北京市は遼寧省からの14

万4493トン（豚肉調達量全体の34.8％）、

河北省からの10万4541トン（同25.2％）

をはじめ、黒竜江省（同17.1％）、吉林省（同

10.5％）、山東省（同3.0％）、内蒙古自治区

（同2.9％）、山西省（同1.8％）、河南省（同

1.6％）、天津市（同1.1％）、陝西省（同

0.5％）と、近隣の華北と東北から豚肉を調

達していた（王・朱・趙・靳2021）。
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４　中国における生体豚・豚肉の流通とと畜場

21年になると、ASFなどの家畜感染症防

疫対策としての「非洲猪瘟等重大動物疫病分

区防控工作方案（試行）（ASFなど重大動物

感染症の区域別防止に関する作業方案）」（農

業農村部、農牧発［2021］12号）が施行

された。この方案では、以下の通り全国を五

つの大区に分け（図）、種豚・子豚・ASFな

どの重大動物感染症の発生していない地域の

生体豚を除き、原則として、大区間での生体

豚の調達は行わず、「生体豚の運送」から「豚

肉の運送」を進めるとした。

・�北部区：北京市、天津市、河北省、山西省、

内蒙古自治区、遼寧省、吉林省、黒竜江省

の８省・市・自治区

・�東部区：上海市、江蘇省、浙江省、安徽省、

山東省、河南省の６省・市

・�中南区：福建省、江西省、湖南省、広東省、

広西チワン族自治区、海南省の６省・自治

区

・�西南区：湖北省、重慶市、四川省、貴州省、

雲南省、チベット自治区の６省・市・自治

区

・�西北区：陝西省、甘
かんしゅく

粛省、青海省、寧
ね い か

夏

回
かいぞく

族自治区、新
しんきょう

疆ウィグル自治区の５省・

自治区と新
しんきょう

疆生産建設兵団

以上の政策は、全国的な豚肉市場を分断す

る役割を果たすが、他方、大区ごとの豚肉市

場統合は進むであろう。

中国には日本のような卸売市場が存在せず、

2021年から大連商品交易所で始まった生体

豚の先物取引が価格形成機能を果たすことを

期待されている（中国期貨業協会2021）。中

国の豚肉の流通の仕組みを見ると、1997年

に「生猪屠宰管理条例（生体豚と畜管理条例）」

 

 

北部区 

東部区 

中南区 

西南区 

西北区 

図　五つの大区

資料：機構作成
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が公布され、これにより、98年から県級以

上の地方政府の認可と監視を受けると畜場

（定点と畜場）のみが豚の解体を行うことが

できる、いわゆる「定点屠畜場制度」が実施

されている。しかし、農村部における自家用

の解体は定点と畜場を経由しなくても良いと

されており、表３で見るように、全国で出荷

される生体豚のうち、定点と畜場を経由して

いるのは43.8％と半分以下である。定点と

畜場の経由率が100％を超える地域は、北

京市、浙江省、広東省との３カ所であり、こ

れは、生体豚が省・市外から輸送され、域内

でと畜されていることを意味している。

市・自治区 出荷頭数 定点と畜場 
のと畜頭数 と畜場経由率 定点豚と畜場数 

（2021年）
定点豚と畜場数 

（2017年）
北京 31 52 169.8% 10 9 
天津 204 128 62.8% 23 30 
河北 3,411 1,578 46.3% 236 165 
山西 1,131 467 41.3% 91 92 
内蒙古 813 269 33.1% 142 112 
遼寧 2,852 992 34.8% 344 79 
吉林 1,750 564 32.2% 202 54 
黒竜江 2,228 1,046 47.0% 242 184 
上海 90 31 34.4% 5 6 
江蘇 2,210 1,436 65.0% 132 113 
浙江 774 1,168 150.9% 135 138 
安徽 2,798 1,163 41.6% 145 109 
福建 1,548 721 46.6% 119 108 
江西 2,910 823 28.3% 215 132 
山東 4,402 3,052 69.3% 340 211 
河南 5,803 2,098 36.2% 189 215 
湖北 4,115 1,157 28.1% 319 106 
湖南 6,122 1,425 23.3% 328 126 
広東 3,337 3,887 116.5% 461 357 
広西 3,114 1,348 43.3% 196 169 
海南 382 228 59.6% 46 40 
重慶 1,807 803 44.4% 150 75 
四川 6,315 2,233 35.4% 1,051 265 
貴州 1,850 497 26.9% 151 93 
雲南 4,192 929 22.2% 288 147 
陜西 1,230 586 47.6% 132 86 
甘粛 845 356 42.2% 75 33 
青海 72 37 50.4% 17 5 
寧夏 113 53 46.7% 14 12 
新疆 665 290 43.6% 92 16 
チベット 17 1 8.1% 17 4 
全国 67,128 29,419 43.8% 5,907 3,291 

表３　2021年における各地の肉豚出荷頭数、定点と畜場のと畜頭数

資料：『中国統計年鑑』2022年版、『中国畜牧獣医年鑑』2022年版を基に筆者作成
　注：新疆の定点と畜場数とと畜頭数は、新疆ウィグル自治区と新疆生産兵団の合計値。

（単位：万頭）
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また、表３には、17年と21年における各

地の定点と畜場の数を示している。上記の「生

体豚の運送」から「豚肉の運送」への転換が

進むなかで、多くの地域で定点と畜場数が増

加していることが分かる。生体豚の飼養頭数・

出荷頭数が最も多い四川省では、17年の

265カ所から21年には1051カ所に増加し

た。生産地でのと畜量が確実に増えているの

である。

と畜場を経由する豚肉の流通だけでもさま

ざまな形態が存在し、複雑である。伝統的な

生体豚の流通方法は、仲買人が農村で生体豚

を買付け、そこで集荷したものをより大規模

な仲買人やと畜場、と畜・加工企業に提供す

ることが多い。と畜場で解体された後は、白

条豚（注４）または枝肉の状態で卸売商人に渡さ

れ、卸売商人がこれを消費市場に運ぶ（鄭・鄧・

王・肖2014）。と畜場は、消費地と畜場と、

生産地と畜場に分けることができるが、と畜

場が養豚農家・農場から直接生体豚を買い付

けることはあまりない（『北方牧業』2016

年第９期）。この流通過程において、養豚農

家（場）・生体豚の仲買人・と畜場・豚肉の

卸売商人・小売商人が存在しており、複数回

の取引が行われる。

（注４）内臓や頭部、足部などを除去し、その他の加工は一切し
ていないもの。

生体豚の仲買人は企業形態と個人で営む場

合があるが、活動範囲は500キロメートル

を超えず、200キロメートル前後の範囲で

活動することが適切といわれている。仲買人

は、生体豚の流通過程において異なる流通段

階間（川上と川下間）で価格を伝達する役割

を果たしており、生体豚の買付価格に諸々の

取引費用を上乗せしてと畜場に販売するた

め、生体豚買付価格そのものは、豚肉仲買人

の利益にあまり影響がないとされる（『北方

牧業』2016年第９期）。

と畜場には大型と畜場と、小型と畜場があ

る。大型と畜場は、大規模養豚場から直接購

入した生体豚や仲買人が集荷した生体豚をと

畜するが、と畜費用は、生体豚の重量如何に

かかわらず１頭当たりのと畜費用として計算

する傾向があり、16年時点で１頭当たりと

畜費用は約43元（907円）であった。その

ため大型と畜場は、豚肉をより多く得られる

生体豚の重量を重要視する傾向がある。と畜

場の費用には、生体豚の購入価格、エネルギー

価格（石炭価格・天然ガス価格・水道電気代）、

固定資産投資、検査検疫費用などが影響する

といわれるが、そのうち、生体豚の購入価格

が最も重要である（『北方牧業』2016年第

９期）。

小型と畜場の場合は、と畜料のみを稼ぐ

こと（いわゆる委託と畜）も多く、この場

合は、生体豚の仲買人と、と畜された後の

白条豚や枝肉を買い付ける人（・企業）が

同一の人（・企業）となる。このため、生体

豚価格の変動が、このような小型と畜場の利

益に影響を及ぼすことはない（『北方牧業』

2016年第９期）。

豚肉流通においては、小売商が卸売商を兼

ねる場合もあれば、農村で生体豚の買付けを

行う仲買人が豚肉の小売商人である場合もあ

り、その形態はさまざまで、かつ、複雑であ

る。その中で、豚肉流通過程における商人（企

業）も生体豚仲買人と同様に異なる流通段階

間で価格を伝達する役割を果たしており、消

費者に届くまでの価格に影響するのは、と畜

場における白条豚販売価格と流通過程で発生

する輸送費である。また、白条豚価格に影響

する最終的な要因は、生体豚の買付価格であ

る（『北方牧業』2016年第９期）。
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５　中国各地における豚肉価格

養豚農家（場）と生体豚仲買人の間の取引

では、買付価格は飼養費用を上回る水準であ

ると理解される。ピッグサイクルによって価

格が下がった際に農家は赤字で出荷するとの

議論があり、実例も存在すると思われる。

しかし、養豚農家の飼養費用のうち、機会費

用として擬制的に計上される家族労働費は実

際には農家収入となるので、赤字経営にはな

らない（李2023；同2024）。

表４は、2021年12月時点の中国各地に

おける豚肉・牛肉・羊肉・鶏肉・鶏卵・飼料

の価格を示したものである。この価格は、チ

ベット自治区を除く中国の30省（市・自治区）

の定期市における畜産物・飼料の月間平均小

売価格である。農産物の間に差異はあるもの

の、全体として北京市・天津市といった大都市

は東北（黒竜江省・吉林省・遼寧省・内蒙古

自治区）・華北（河北省・山西省・河南省・山

東省）とともに畜産物価格が全国的に低い地

域であり、西南（雲南省・貴州省・四川省・

重慶市）が上海市・浙江省・江蘇省・広東省・

海南省といった沿海地域とともに畜産物価格

の高い地域である。大都市である北京・天津

の畜産物価格が、比較的経済発展の遅れてい

る西南地域に比べて安いことが注目される。

市・自治区 豚肉 牛肉 羊肉 鶏肉 鶏卵 トウモロコシ 豚配合飼料 肉鶏配合飼料 卵鶏配合飼料
北京 25.98 73.66 74.10 16.69 10.94 2.71 5.27 3.51 3.20 
天津 26.48 78.55 81.77 15.17 10.17 2.85 3.36 3.68 3.24 
河北 26.52 75.23 77.18 16.09 9.89 2.78 3.41 3.88 3.29 
山西 27.63 76.80 76.64 19.20 10.31 2.87 3.52 3.60 3.16 
内蒙古 26.66 79.28 75.90 20.71 10.72 2.65 3.92 3.93 3.71 
遼寧 26.77 80.23 83.97 17.24 10.06 2.66 3.33 3.59 3.05 
吉林 25.51 79.29 81.73 18.12 10.31 2.65 3.54 3.40 3.05 
黒竜江 23.45 80.96 82.05 16.78 10.11 2.48 3.42 3.48 3.18 
上海 30.37 99.40 74.33 26.59 11.33 2.87 3.14 3.40 3.09 
江蘇 30.08 90.98 82.93 17.85 10.92 2.91 3.20 3.36 3.06 
浙江 31.78 101.70 87.24 20.15 12.00 3.05 3.59 3.59 3.45 
安徽 29.01 88.78 85.30 21.36 10.87 2.87 3.34 3.54 3.30 
福建 28.58 101.00 96.04 34.13 11.61 2.98 3.28 3.37 3.25 
江西 30.60 103.14 85.85 23.62 12.64 3.01 3.52 3.50 3.44 
山東 28.59 81.96 89.08 17.97 10.03 2.85 3.54 3.79 3.22 
河南 26.35 79.11 80.27 15.76 9.95 2.84 3.47 3.52 3.24 
湖北 28.71 91.40 85.93 19.35 10.55 2.97 3.54 3.50 3.32 
湖南 28.78 97.69 90.37 24.11 11.50 3.04 3.69 3.64 3.43 
広東 28.26 109.05 94.45 33.58 12.91 3.07 3.67 3.82 3.76 
広西 27.78 98.61 93.29 31.85 12.99 3.07 3.73 3.76 3.64 
海南 40.86 120.16 118.56 32.53 12.72 3.09 3.52 3.57 3.51 
重慶 29.40 92.97 80.91 21.01 12.03 3.03 3.74 3.66 3.38 
四川 30.37 89.25 89.03 29.98 13.34 3.12 3.94 3.83 3.73 
貴州 32.11 90.87 93.52 28.25 12.75 3.08 3.92 3.87 3.61 
雲南 30.23 89.00 96.10 25.74 11.37 3.14 4.17 4.20 3.96 
陜西 28.09 81.01 83.65 19.98 11.04 2.86 3.84 3.68 3.30 
甘粛 28.95 76.34 73.23 25.71 11.79 2.84 4.00 3.84 3.57 
青海 28.33 75.77 75.64 28.01 11.78 3.00 3.92 3.89 3.83 
寧夏 28.05 76.71 69.45 20.51 11.79 2.85 3.91 3.70 3.58 
新疆 25.83 76.12 72.66 21.98 11.74 2.67 3.50 3.54 3.39 

表４　全国の定期市における畜産物・飼料価格（2021年12月）

資料：『中国畜牧業』2022年第１期を基に筆者作成
　注：網掛け部分は、上位10省・市・自治区と下位10省・市・自治区。

（単位：元/kg）
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６　豚肉価格の地域間格差について

21年時点で西南の貴州省は、１人当たり年

間可処分所得（２万3996元：50万6316円）

が全国で２番目に低い地域であり、北京（７万

5002元：158万2542円）の３分の１以下

である（『中国統計年鑑』2022年版）。

また、表４を見ると、飼料原料となるトウ

モロコシや配合飼料の価格は、西南が比較的

高く、北京・天津を含む華北、東北では比較

的安い。華北や東北のトウモロコシ価格が安

価な地域は、トウモロコシ生産量の多い省で

ある。北京と天津のトウモロコシ生産量は多

くないが、華北・東北のトウモロコシ生産地

から近いことが背景にある。

他方、西南でもトウモロコシは生産されて

いるが、表５で確認できるように、西南のト

ウモロコシの出荷価格は東北や華北のトウモ

ロコシの出荷価格に比べ高い。東北や華北で

は、トウモロコシ栽培の機械化が進んでいる

一方、西南では機械化が遅れていることが主

要な要因である。さらに、西南では域内での

トウモロコシの自給ができず、西南の飼料工

業や畜産業では東北産トウモロコシも使用さ

れている。同じ東北産トウモロコシを飼料原

料として使用するにしても、西南の畜産業は

東北や華北の畜産業に比べ、飼料代が少なく

とも輸送費分は上乗せされる。

豚肉価格は、需要と供給、生産費の３つの

要素によって決定される（張・李2022）。

豚肉生産費用は前述のように生体豚の生産費

用に影響される。

まず、需要と供給面で考えてみよう。表６

には、家庭消費における１人当たり豚肉消費

量を掲げている。これ以外に食品工業や外食・

中食産業においても豚肉を消費している。

この表で分かるように、重慶市・四川省・

貴州省・雲南省は全国的にも豚肉の家庭消費

量が多い地域である。西南地域は相対的に人

口の多い地域であり、2021年末時点で、

四川省の人口は8372万人、重慶市の人口は

3212万人、貴州省の人口は3852万人、雲

南省の人口は4690万人である（『中国統計

年鑑』2022年版）。この四つの省・市に

河北 山西 内蒙古 遼寧 吉林 黒竜江 江蘇 安徽 山東 河南
128.16 128.26 125.04 127.66 122.87 119.21 124.31 123.68 126.79 126.05 

湖北 広西 重慶 四川 貴州 雲南 陜西 甘粛 寧夏 新疆
130.22 136.13 142.80 134.34 146.04 148.49 128.27 130.37 132.43 114.37 

表5　2021年の中国各地におけるトウモロコシの出荷価格

資料：『全国農産品成本収益資料彙編』2022年度版を基に筆者作成

（単位：元/50kg）

全国 北京 天津 河北 山西 内蒙古 遼寧 吉林 黒竜江 上海 江蘇 浙江 安徽 福建 江西 山東
25.2 18.5 17.6 20.0 12.7 26.8 26.3 22.8 24.4 23.1 25.1 29.4 24.0 27.7 31.3 20.4 

河南 湖北 湖南 広東 広西 海南 重慶 四川 貴州 雲南 陜西 甘粛 青海 寧夏 新疆 チベット
18.2 28.1 32.0 29.6 30.4 28.4 39.6 36.3 28.2 30.8 14.5 16.8 13.0 8.0 5.0 6.2 

表６　中国の家庭消費における１人当たり豚肉消費量（2021年）

資料：『中国統計年鑑』2022年版を基に筆者作成

（単位：kg/人/年）
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２億人以上の人々が暮らしており、域内の豚

肉需給は常にひっ迫傾向にあるといわれてい

る。四川省は全国的に生体豚の出荷頭数が多

い地域でありながら（表９）、同時に豚肉の

移入地域でもある（張・李2022）。重慶市・

四川省・雲南省に比べて１人当たり豚肉消費

量が少ない貴州省も省内での自給ができてお

らず、近隣の省から豚肉を移入していると報

告されている（張2020）。需要量が多い一

方で、供給量が不足しているのが西南地域で

ある。

次に生体豚の飼養費について見てみよう。

21年の場合、養豚経営で最も割合の大きい

費用は子豚購入費（37.3 ～ 40.7％）と飼

料費（41.3 ～ 48.8％）である（李2024）。

表７には、21年12月時点の全国各地の定期

市における子豚平均価格を掲げているが、貴

州省、雲南省、重慶市、四川省の子豚価格が

全国平均より安価であることが確認できる。

このため、子豚購入費は、西南地域において

豚肉価格が高くなる理由にはならない。

飼料面では、既述のように、西南地域は全

国的にトウモロコシの価格も、配合飼料価格

も高い地域である。トウモロコシは養豚用飼

料の原料のなかで最も重要であり、飼料全体

の60～ 70％を占めている（張2020）。ト

ウモロコシ価格は生体豚の飼養費に直接的な

影響を与えており、西南地域の豚肉価格が高

くなる理由の一つである。

もう一つ、生体豚の飼養費に影響するのが

養豚農家の規模である。表８には、中国各地

における養豚規模別１頭当たりの飼養費を

掲げている。『中国農産品成本収益資料彙編』

（各年版）は、（1）養豚飼養規模30頭以下を

放し飼い（2）31～ 100頭を小規模（3）

101～1000頭を中規模（4）1001頭以上を

大規模―と定義している。多くの地域におい

て養豚の飼養規模が大きいほど飼養費が低く

なることが確認できる。四川省・貴州省・雲

南省では放し飼い、すなわち零細規模の養豚

経営において飼養費用が最も高くなっている

ことが確認できるが、西南地域は、全国的に

も零細規模養豚農家が最も多い地域である。

全国 天津 河北 山西 内蒙古 遼寧 吉林 黒竜江 上海 江蘇 浙江 安徽 福建 江西 山東
27.98 40.55 23.53 26.38 35.54 26.68 24.85 25.95 16.14 24.16 24.48 28.83 31.58 35.72 29.25 

河南 湖北 湖南 広東 広西 海南 重慶 四川 貴州 雲南 陜西 甘粛 青海 寧夏 新疆
26.25 29.81 33.61 29.25 26.23 27.37 25.63 26.21 23.81 25.99 28.63 28.40 45.12 24.74 21.79 

表７　中国各地の定期市における子豚価格（2021年12月）

資料：『中国畜牧業』2022年第１期を基に筆者作成

（単位：元/kg）

北京 天津 河北 山西 内蒙古 遼寧 吉林 黒竜江 江蘇 浙江 安徽 江西 山東 河南
放し飼い − − 2259.21 2614.36 − 2565.00 2856.71 2159.34 − 2380.97 − − 2725.65 2077.24 
小規模 − − 2311.66 2502.04 2513.12 2566.07 2687.22 2095.34 2162.12 2334.83 3110.11 2386.69 2656.27 2213.62 
中規模 1909.80 2065.97 2121.66 2261.93 2679.96 2537.89 2709.00 2118.61 2318.29 2302.02 2804.13 2713.59 2577.14 2230.05 
大規模 1920.47 2108.41 2074.49 2200.40 2804.73 2431.97 2543.32 1992.73 2571.19 2334.63 2667.20 2431.14 2711.41 2119.57 

湖北 湖南 広東 広西 海南 四川 貴州 雲南 陜西 甘粛 青海 寧夏 新疆
放し飼い 2820.68 − 2463.81 2739.31 3272.67 2986.10 3299.39 2853.69 3529.44 − 2452.71 − −
小規模 2540.61 2962.97 2213.80 2456.70 3103.68 2710.73 2859.82 2798.99 2985.07 2384.30 2373.92 2610.95 −
中規模 2633.42 2731.04 2762.66 2536.45 3080.52 2662.02 3171.99 2746.43 2907.54 2490.00 2210.16 2564.14 1944.43 
大規模 2489.48 2623.02 2381.33 2259.23 2369.22 2551.96 2927.21 2719.39 2481.18 2569.88 2353.23 − 1964.23 

表８　中国各地における養豚規模別の１頭当たり飼養費用

資料：『全国農産品成本収益資料彙編』2022年度版を基に筆者作成

（単位：元/頭）
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７　おわりに

表９には、21年における全国各地の生体

豚出荷頭数と各地の出荷頭数別養豚農家（場）

数を示した。重慶市・四川省・貴州省・雲南

省は、年間出荷頭数１～ 49頭の養豚農家が

最も多い。西南地域の豚肉の多くは、こうし

た飼養費の高い零細規模農家から供給されて

いるのである。

中国で畜産物の市場化が始まってから、す

でに25年以上経過している。しかし、畜産

物の価格は全国的に統一される傾向にあると

はいえず、畜産物市場は分断されている状況

にある。豚肉は、他の畜産物に比べて全国的

な市場統合が進んでいるが、それでも地域間

の価格差が大きい。畜産物価格が高い地域と

低い地域を確認すると、とりわけ北京・天津

市・自治区 1 ～ 49頭 50 ～ 99頭 100 ～ 
499頭

500 ～ 
999頭

1,000 ～ 
2,999頭

3,000 ～ 
4,999頭

5,000 ～ 
9,999頭

10,000 ～ 
49,999頭

50,000頭 
以上

総出荷頭数 
（万頭）

北京 72 0 3 4 9 9 10 13 0 31 

天津 730 891 1,503 618 311 82 41 18 0 204 

河北 253,472 32,126 29,063 7,091 2,530 620 301 177 41 3,411 

山西 38,181 15,403 15,992 2,939 1,572 408 252 121 16 1,131 

内蒙古 589,797 10,709 4,688 960 607 136 95 52 22 813 

遼寧 393,788 57,382 27,552 4,981 1,947 428 258 95 23 2,852 

吉林 189,034 25,592 17,273 2,320 852 264 97 64 13 1,750 

黒竜江 134,371 34,621 21,073 1,714 771 236 106 95 35 2,228 

上海 1 3 3 9 49 5 10 22 2 90 

江蘇 70,007 15,279 10,289 2,742 1,753 398 309 256 41 2,210 

浙江 111,122 1,984 1,805 726 684 217 169 136 10 774 

安徽 392,269 24,095 13,551 3,976 2,489 634 355 199 58 2,798 

福建 10,032 2,005 3,185 1,937 1,647 479 402 270 13 1,548 

江西 143,226 11,541 9,746 3,397 2,913 1,037 644 378 38 2,910 

山東 138,475 57,488 52,994 6,861 3,059 1,162 521 331 77 4,402 

河南 264,310 31,390 38,660 11,379 5,213 1,273 785 504 192 5,803 

湖北 1,542,651 36,696 24,663 4,099 3,108 669 508 316 63 4,115 

湖南 1,187,749 64,147 29,890 10,774 4,629 1,328 722 502 59 6,122 

広東 84,069 18,248 20,047 5,594 4,222 888 418 237 34 3,337 

広西 568,579 33,151 14,305 3,968 3,712 800 441 202 11 3,114 

海南 48,422 4,467 2,059 436 227 78 47 56 6 382 

重慶 1,865,554 15,029 7,311 1,543 783 221 87 22 2 1,807 

四川 3,647,132 67,699 29,083 9,569 5,890 1,847 706 312 29 6,315 

貴州 1,998,304 11,201 6,470 578 767 188 81 43 5 1,850 

雲南 3,767,385 98,414 17,344 2,470 1,567 505 271 183 17 4,192 

陜西 436,353 18,782 11,574 1,979 1,011 297 197 94 15 1,230 

甘粛 716,357 13,028 9,023 1,473 510 137 90 37 5 845 

青海 103,371 1,507 533 37 17 3 5 3 0 72 

寧夏 62,261 1,946 1,379 192 65 17 12 6 0 113 

新疆 4,029 1,563 2,701 930 357 139 130 108 22 665 

チベット 31,682 89 48 8 5 3 2 2 0 17 

全国 19,792,785 706,476 423,810 95,304 53,276 14,508 8,072 4,854 849 67,128 

表９　2021年における中国各地の肉豚出荷頭数と出荷規模別農家・農場数

資料：『中国畜牧獣医年鑑』2022年版、『中国統計年鑑』2022年版を基に筆者作成
　注：網掛け部分は、重慶市、四川省、貴州省、雲南省である。
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における豚肉価格に比べて重慶市・四川省・

貴州省・雲南省などの西南地域における豚肉

価格が高いことが注目される。

西南地域の豚肉価格が北京・天津のそれよ

りも高い理由としては、供給に比べて需要が

多く、さらには飼養費が高いことなどが挙げ

られる。飼養費が高いのは、養豚農家の規模

が小さく、トウモロコシ価格が高いためであ

る。この他に、各地におけると畜場の費用や

立地なども最終的な豚肉価格に影響すると思

われるが、この点は今後の課題としておきた

い。


